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大
宰
府
跡
と
大
宰
府
史
跡  

〜
大
宰
府
史
跡
発
掘
50

年
に
あ
た
っ
て
（
２
）
〜

　

「
大
宰
府
跡
」
と
「
大
宰
府
史
跡
」
、
よ
く

似
て
い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
「
大

宰
府
跡
」
は
国
特
別
史
跡
の
指
定
名
称
で
す
。

そ
の
範
囲
は
政
庁
地
区
を
中
心
に
、
西
は
蔵

司
地
区
、
東
は
月
山
地
区
、
さ
ら
に
政
庁
地

区
北
側
の
後
背
地
を
含
む
一
帯
で
す
。
西
鉄

二
日
市
駅
操
車
場
跡
地
で
検
出
さ
れ
た
「
客

館
跡
」
も
、
平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
に
、
そ

の
飛
び
地
と
し
て
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
の
「
大
宰
府
史
跡
」
は
、
古
代
大
宰
府

に
関
わ
る
史
跡
群
の
総
称
で
、
い

ま
述
べ
た
大
宰
府
跡
と
、
特
別
史

跡
大
野
城
跡
・
水
城
跡
、
史
跡
大

宰
府
学
校
院
跡
・
観
世
音
寺
境
内

及
び
子
院
跡
附
老
司
瓦
窯
跡
・
筑

前
国
分
寺
跡
・
国
分
瓦
窯
跡
、
そ

し
て
特
別
史
跡
基
肄
城
跡
の
８
史

跡
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
ま
す
。
現

在
で
は
平
成
25
年
、
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
宝
満
山
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
「
大
宰
府
史
跡
」
を
「
大
宰
府
関

連
史
跡
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
市

が
平
成
28
年
に
策
定
し
た
「
大
宰
府
関
連
史

跡
に
関
す
る
保
存
活
用
方
針
」
は
、
上
記
９

史
跡
を
大
宰
府
関
連
史
跡
と
し
、
本
市
に
所

在
し
な
い
基
肄
城
跡
を
除
く
８
史
跡
指
定
地

内
の
太
宰
府
市
域
を
対
象
と
し
た
も
の
で
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
史
跡
は
、
２
県
（
福
岡
県
・
佐

賀
県
）
６
市
町
（
本
市
、
大
野
城
市
、
筑
紫

野
市
、
春
日
市
、
糟
屋
郡
宇
美
町
、
佐
賀
県

三
養
基
郡
基
山
町
）
に
わ
た
っ
て
所
在
し
ま

す
が
、
そ
れ
ら
が
大
宰
府
史
跡
あ
る
い
は
大

宰
府
関
連
史
跡
と
い
う
形
で
一
括
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
北
部
九
州
地
域
に
と
っ
て
古

代
大
宰
府
が
い
か
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た

か
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
福
岡
県
に
は

４
件
の
特
別
史
跡
が
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に

み
た
よ
う
に
、
そ
の
う
ち
３
件
が
古
代
大
宰

府
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
古
代
大
宰

府
の
重
要
性
を
示
す
と
い
え
る
で
し
ょ
う
（
ち

な
み
に
、
残
り
の
１
件
は
王
塚
古

墳
〈
嘉
穂
郡
桂
川
町
〉
で
す
）
。

　

こ
う
し
た
史
跡
の
あ
り
方
を
反

映
し
て
、
先
に
ふ
れ
た
「
大
宰
府

関
連
史
跡
に
関
す
る
保
存
活
用
方

針
」
は
、
８
史
跡
を
俯
瞰
的
に
捉

え
、
一
体
的
に
保
存
活
用
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
、
「
大
宰
府
関
連
史

跡
が
生
み
出
す
心
地
よ
い
空
間
～

生
活
と
共
生
す
る
８
つ
の
史
跡
～
」
を
基
本

理
念
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
史
跡
ご
と
の

保
存
活
用
計
画
が
策
定
さ
れ
る
予
定
で
す
が

（
大
宰
府
跡
は
策
定
済
）
、
そ
れ
ら
の
一
体
的

な
活
用
と
と
も
に
、
客
館
跡
と
関
連
す
る
鴻

臚
館
跡
（
国
史
跡
、
福
岡
市
）
、
い
わ
ゆ
る

大
宰
府
羅
城
に
関
わ
る
阿
志
岐
山
城
跡
（
国

史
跡
、
筑
紫
野
市
）
な
ど
、
さ
ら
に
視
野
を

広
げ
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
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●小説　銀河食堂の夜（さだまさし／著）　ことことこーこ（阿川佐和子／著）
宴の前（堂場瞬一／著）　銀橋（中山可穂／著）　はしからはしまで（梶よう子／著）
ドアを開けたら（大崎梢／著）　影ぞ恋しき（葉室麟／著）
愛なき世界（三浦しをん／著）　想い人（諸田玲子／著）　緑のなかで（椰月美智子／著）

●その他の本　私は、看取り士。（柴田久美子／著）　古鏡のひみつ（新井悟／編著）
そろそろはじめる親のこと（大澤尚宏／著）
つながっているのに孤独（シェリー・タークル／著）
アメーバのはなし（永宗喜三郎／編他）
天使が住みたい冷蔵庫・悪魔が住んじゃう冷蔵庫（番場智子／著）

●随筆・詩などの文学　筒井康隆、自作を語る（筒井康隆／著）
文学はおいしい。（小山鉄郎／著）　十七字の戦争（田村義彦／著）
シルバー川柳　百歳バンザイ編（みやぎシルバーネット／編　河出書房新社編集部／編）

『銀河食堂の夜』
さだまさし著、幻冬社

『筒井康隆、自作を語る』
筒井康隆著、早川書房

『私は、看取り士。』
柴田久美子著、佼成出版社
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